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経
済
危
機
克
服
の
た
め
の
有
識
者
会
合
に
お
い
て
株
式
取
引
を
怪
し
い
と
述
べ
た
麻
生
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
の

発
言
に
関
す
る
質
問
主
意
書

麻
生
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
は
本
年
三
月
二
十
一
日
、
官
邸
で
開
か
れ
た
経
済
危
機
克
服
の
た
め
の
有
識
者
会
合
（
以
下
、

「
有
識
者
会
合
」
と
い
う
。
）
で
「
株
屋
っ
て
の
は
何
と
な
く
信
用
さ
れ
て
い
な
い
。
株
を
や
っ
て
い
る
と
言
っ
た
ら
、
田
舎

じ
ゃ
何
と
な
く
怪
し
げ
よ
」
と
発
言
（
以
下
、
「
麻
生
発
言
」
と
い
う
。
）
し
た
と
承
知
す
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

「
麻
生
発
言
」
に
あ
る
「
株
屋
」
の
定
義
如
何
。

二

「
麻
生
発
言
」
に
は
「
株
屋
っ
て
の
は
何
と
な
く
信
用
さ
れ
て
い
な
い
」
と
あ
る
が
、
右
は
具
体
的
に
ど
の
様
な
意
味

か
。
麻
生
総
理
の
説
明
を
求
め
る
。

三

二
の
「
麻
生
発
言
」
に
あ
る
様
に
、
麻
生
総
理
が
一
で
定
義
す
る
「
株
屋
」
は
信
用
さ
れ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
根

拠
を
示
さ
れ
た
い
。

四

「
麻
生
発
言
」
に
は
「
株
を
や
っ
て
い
る
と
言
っ
た
ら
、
田
舎
じ
ゃ
何
と
な
く
怪
し
げ
よ
」
と
あ
る
が
、
右
は
具
体
的
に

ど
の
様
な
意
味
か
。
麻
生
総
理
の
説
明
を
求
め
る
。

五

四
の
「
麻
生
発
言
」
に
あ
る
様
に
、
麻
生
総
理
が
、
田
舎
に
お
い
て
株
式
取
引
を
し
て
い
る
と
言
う
と
、
怪
し
い
と
見
ら

一



れ
る
と
認
識
し
て
い
る
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

六

「
有
識
者
会
合
」
で
は
、
ど
の
様
な
趣
旨
の
下
、
ど
の
様
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

七

河
村
建
夫
内
閣
官
房
長
官
は
本
年
三
月
二
十
三
日
午
前
の
記
者
会
見
で
、
「
麻
生
発
言
」
に
つ
い
て
、
「
有
識
者
会
合
」

に
お
い
て
、
な
ぜ
日
本
の
株
式
投
資
が
進
ま
な
い
の
か
と
い
う
議
論
の
中
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
「
日
本
の
株
式

に
対
す
る
国
民
の
意
識
が
も
っ
と
盛
り
上
が
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
刺
激
的
な
指
摘
だ
っ
た
」
と
述
べ
、
麻
生
総
理
と
し

て
、
証
券
会
社
等
株
式
取
引
に
関
わ
る
者
を
侮
蔑
す
る
気
持
ち
は
全
く
な
い
こ
と
を
後
か
ら
確
認
し
た
と
の
釈
明
を
し
て
い

る
が
、
で
は
、
「
麻
生
発
言
」
を
ど
う
読
め
ば
右
の
河
村
長
官
の
釈
明
に
あ
る
様
に
、
「
日
本
の
株
式
に
対
す
る
国
民
の
意

識
が
も
っ
と
盛
り
上
が
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
刺
激
的
な
指
摘
」
と
み
な
す
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
麻
生
総
理
の
説
明
を
求

め
る
。

八

「
麻
生
発
言
」
は
、
株
式
取
引
を
行
っ
て
い
る
者
の
世
間
的
な
信
用
を
貶
め
、
名
誉
を
傷
つ
け
か
ね
な
い
、
極
め
て
不
適

切
な
発
言
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
麻
生
総
理
と
し
て
「
麻
生
発
言
」
を
撤
回
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


